投稿論文の原稿フォーマットです。
投稿時には赤文字を削除してください。

和文抄録
※「原著（研究）」の抄録は目的，方法，結果，結論の見出しに分けて記載する．
※文字数は「文字数（スペースを含めない）」でカウントする．


英文抄録
※「原著（研究）」の抄録はIntroduction, Methods, Results, Conclusion の見出しに分けて記載する．
※語数は「単語数」でカウントする．



本文
※文字数は本文の書き出しから文献の直前までを「文字数（スペースを含めない）」でカウントし，図（写真）・表の個数（1個は400字に相当）と合計して制限文字数を厳守すること．



文献
※文献は論文と直接関連するもののみにとどめ，引用順に配列する．本文中には文献番号を肩付きとし，引用個所に記載する．文献の記載方法は投稿規定9．4）に従うこと．
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図（写真，動画）の説明
※表は番号，タイトル，脚注を表中に直接付記すること．
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